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2017年度 信州大学医学部附属病院リハビリテーション部 PT･OT･STの足跡 

 

 

Ⅰ. 原著論文  

1. Yamamoto S, Matsunaga A, Ishida T, Misawa K, Yamazaki S, Higuchi S, Ohira M: 

Exercise-based cardiac rehabilitation for elderly patients with coronary artery 

disease. JSM Physical Med Rehabil. 2017 

 

2. Yamamoto S, Yamaga T, Nishie K, Nagata C, Mori R. Positive airway pressure for 

heart failure associated with central sleep apnoea (Protocol). Cochrane Databased 

Syst Rev. 2017 

 

3. Yamaga T, Yamamoto S, Matsumori K: The Impact of Physical Activity on Cancer 

Prevention and Survivorship. Phys Med Rehabil Res. 2017 

 

4. Nishie K, Yamamoto S, Nagata C, Koizumi T, Hanaoka M: Anamorelin for advanced 

non-small-cell lung cancer with cachexia: systematic review and meta-analysis. 

Lung Cancer. 2017 

 

5. Matsuzawa R, Hoshi K, Yoneki K, Harada M, Watanabe T, Shimoda T, Yamamoto S, 

Matsunaga A: Effectiveness of Exercise Training on Exercise Tolerance, Physical 

Function, and Quality of Life in Elderly People Undergoing Hemodialysis: a 

Systematic Review and Meta-analysis. Kidney International Reports. 2017 

 

6. Tanaka A, Yoshimura Y, Ishida T, Aoki K, Okamoto M, Kito M, Suzuki S, Takazawa 

A, Kato H: Prediction of muscle strength and postoperative function after knee 

flexor muscle resection for soft tissue sarcoma of the lower limbs. Orthop 

Traumatol Surg Res. 2017 

 

7. Murai T, Uchiyama S, Nakamura K, Ido Y, Hata Y, Kato H: Functional range of motion 

in the metacarpophalangeal joints of the hand measured by single axis electric 

goniometers. Journal of Orthopaedic Science. 2018 

 

8. 山本周平：心臓リハビリテーションにおける臨床指標の継承と創生．理学療法学 44：

99-100，2017 
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9. 井戸芳和，寺島さつき，山鹿隆義，西村輝，大津勇介，山本周平，荻無里亜希，川﨑

桂子，吉村康夫：PT・OT・ST の時間外労働削減のための取り組みと成果．国立大学リ

ハビリテーション療法士学術大会誌 39：103-105，2017 

 

10. 西村輝，井戸芳和，佐藤正彬，吉村康夫：精神心理面に着目した作業療法が奏功した

手指屈筋腱断裂後の事例．国立大学リハビリテーション療法士学術大会誌 39：111-113，

2017 

 

11. 佐藤正彬，川内翔平，倉島美穂，西村輝，山鹿隆義：ICU退室後に精神症状を合併した

呼吸不全患者に対する作業療法 早期からの精神状態の評価とチームアプローチが有

効であった一事例．長野県作業療法士会学術誌 35：81-87，2017 

 

12. 田中佐千恵，石川絵理，岩井龍之介，河埜康二郎，赤羽美和，岩波潤，小林正義，杉

山暢宏：慢性化したうつ病への精神科作業療法の実践．臨床精神医学 46：625-631，2017 

 

13. 原祥太郎，杉本穂高，東良通，小野亘，木村貞治：健常成人の肩関節に対する冷却方

法の違いが冷却時間と違和感に及ぼす影響．理学療法研究・長野 46：44-45，2018 

 

 

Ⅱ. 執筆  

1. 酒井康成，山鹿隆義：姿勢と嚥下の関係．姿勢から介入する摂食嚥下 脳卒中患者の

リハビリテーション 第一版．内田学（編），メジカルビュー社，2017，P67-79． 

 

2. 酒井康成：脳卒中患者における呼吸機能と嚥下の関係性．姿勢から介入する摂食嚥下 

脳卒中患者のリハビリテーション 第一版．内田学（編），メジカルビュー社，2017，

P180-188． 

 

 

Ⅲ. シンポジウム・学会発表  

1. 井戸芳和，内山茂晴，倉田淳一，林正徳，加藤博之：肘部管症候群患者における運動

神経伝導速度および複合筋活動電位振幅の術後回復傾向．第 60回日本手外科学会学術

集会，一般演題（口述），名古屋国際会議場，2017年 4月 

 

2. 鴨居史樹，井戸芳和，村上博則，内山茂晴，加藤博之：Pain vision Rを用いた肘部管

症候群の術後評価．第 60 回日本手外科学会学術集会，一般演題（口述），名古屋国際

会議場，2017年 4月 
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3. 加藤博之，中村恒一，岩川紘子，井戸芳和：陳旧性モンテジア．第 60回日本手外科学

会学術集会，Team Debate，名古屋国際会議場，2017年 4月 

 

4. 加藤博之，内山茂晴，井戸芳和，林正徳：絞扼性神経障害の治療 肘部管症候群．第

60 回日本手外科学会学術集会，教育研修講演，名古屋国際会議場，2017年 4月 

 

5. 村井貴，井戸芳和，赤羽陽子，勝野妙子，中村恒一：手根管症候群におけるローゼン

スコア下位項目と各種検査との関連性．第 29回日本ハンドセラピィ学会学術集会，一

般演題（口述），名古屋国際会議場，2017 年 4月 

 

6. 山本周平，石田昂彬，三澤加代子，常田亮介，大津勇介，松森圭司，市村芙美，保科

渡，中曽根沙妃，荻無里亜希，大平雅美，矢島史恵，樋口智子，山崎佐枝子，吉村康

夫：心疾患患者における 5回立ち座り検査から歩行自立度の予測．第 52回日本理学療

法学術大会，一般演題（口述），幕張メッセ国際会議場，2017年 5月 

 

7. 石田昂彬，山本周平，三澤加代子，酒井康成，大平雅美，矢嶋史恵，樋口智子，山崎

佐枝子，吉村康夫：糖尿病の合併は心拍数を用いた代謝当量の推定に影響を与えるの

か？ 第 52回日本理学療法学術集会，一般演題（口述），幕張メッセ国際会議場，2017

年 5月 

 

8. 常田亮介，三澤加代子，西村輝，堺彩夏，上野七穂，山鹿隆義，井戸芳和，吉村康夫，

椎大亮，酒井典子，佐藤裕信，宮尾陽一，加藤博之：50 歳代男性における健常者と前

糖尿病者の身体機能，身体活動量の比較．第 52回日本理学療法士学術集会，一般演題

(口述)，幕張メッセ国際会議場，2017年 5月 

 

9. 酒井康成，山鹿隆義，大平雅美，横川吉晴，吉村康夫：市中肺炎患者の呼吸機能は再

入院の予測因子となりうるか？ 第 52回日本理学療法学術集会，一般演題（ポスター），

幕張メッセ国際会議場，2017年 5月 

 

10. 大澤竜司，岩崎理紗，土屋順子，田辺茂雄，鈴木智高，菅原憲一：一側肢の反復練習

がもたらす非練習肢運動イメージの変化，およびパフォーマ ンスへの影響．第 52 回

日本理学療法学術集会，一般演題（ポスター），幕張メッセ国際会議場，2017年 5月 

 

11. 山本周平：心臓リハビリテーションにおける臨床指標の継承と創生．第 52回日本理学

療法学術大会，シンポジウム，幕張メッセ国際会議場，2017年 5月 
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12. 内山茂晴，井戸芳和，倉田淳一，林正徳，今枝敏彦，加藤博之：肘部管症候群患者に

おける尺骨神経運動神経伝導速度の術後回復傾向．第 90回日本整形外科学会学術総会，

一般演題（口述），仙台国際センター，2017年 5月 

 

13. 井戸芳和，常田亮介，西村輝，堺彩夏，上野七穂，三澤加代子，吉村康夫，椎大亮，

三村亨，髙木佳子，五十嵐隆，山崎宏，内山茂晴，酒井典子，佐藤裕信，宮尾陽一，

加藤博之：本邦における QuickDASHの標準値の確立に向けて．第 54回日本リハビリテ

ーション医学会学術集会，一般演題（ポスター），岡山コンベンションセンター，2017

年 6月 

 

14. 常田亮介，三澤加代子，上原将志，高橋淳，池上章太，西村輝，井戸芳和，堺彩夏，

吉村康夫，椎大亮，酒井典子，佐藤裕信，宮尾陽一，加藤博之：地域在住一般住民コ

ホートにおける脊柱矢状面アライメントの加齢変化 おぶせスタディ．第 54回日本リ

ハビリテーション医学会学術集会，一般演題（ポスター），岡山コンベンションセンタ

ー，2017年 6月 

 

15. 堺彩夏，井戸芳和，上野七穂，西村輝，常田亮介，三澤加代子，椎大亮，三村亨，髙

木佳子，五十嵐隆，酒井典子，佐藤裕信，宮尾陽一，加藤博之：長野県農村地域住民

における軽度認知障害の特徴 MoCA-J を使用して．第 54 回日本リハビリテーション

医学会学術集会，一般演題（ポスター），岡山コンベンションセンター，2017年 6月 

 

16. 西村輝，常田亮介，井戸芳和，三澤加代子，上野七穂，堺彩夏，吉村康夫，椎大亮，

三村亨，高木佳子，五十嵐隆，酒井典子，佐藤裕信，宮尾陽一，加藤博之：長野県小

布施町民 50，60，70，80 歳代におけるロコモティブシンドロームの頻度．第 54 回日

本リハビリテーション医学会学術集会，一般演題（ポスター），岡山コンベンションセ

ンター，2017年 6月 

 

17. 村井貴，井戸芳和，赤羽陽子，松本直也，宮澤諒，中村恒一：手根管症候群における

ローゼンスコアの主観的評価の有用性．第 54回日本リハビリテーション医学会学術集

会，一般演題（ポスター），岡山コンベンションセンター，2017年 6月 

 

18. 小口和津子，寺島さつき，水谷瞳，岡本梨江，酒井康成，吉村康夫：気管切開患者が

人工呼吸器装着下で発声できる特殊カニューレの適応について．第 18回日本言語聴覚

学会，一般演題(口述)，くにびきメッセ(島根県産業交流会館)、2017年 6月 
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19. 岡本梨江，寺島さつき，荒川裕子，小口和津子，水谷瞳：音声言語獲得時期に器質性

構音障害を呈した児の構音獲得過程．第 18 回日本言語聴覚士学会，一般演題（口述），

くにびきメッセ（島根県産業交流会館），2017 年 6月 

 

20. 常田亮介，上原将志，池上章太，西村輝，井戸芳和，吉村康夫，椎大亮，三村亨，高

木佳子，酒井典子，佐藤裕信，宮尾陽一，高橋淳，加藤博之：女性における腰椎骨盤

アライメント悪化は運動機能低下と関連する おぶせスタディによる地域住民調査よ

り．第 29回日本運動器科学会，一般演題（口述），お茶の水ソラシティ，2017年 7月 

 

21. 西村輝，池上章太，上原将志，常田亮介，井戸芳和，吉村康夫，椎大亮，三村享，高

木佳子，酒井典子，佐藤裕信，宮尾陽一，高橋淳，加藤博之：男性における頚椎矢状

面アライメント悪化は運動機能低下と関連する おぶせスタディによる地域住民調査

より．第 29 回日本運動器科学会，一般演題（口述），お茶の水ソラシティ，2017 年 7

月 

 

22. 橋本瞬，酒井典子，林正徳，常田亮介，井戸芳和，西村輝，三村享，高木佳子，佐藤

裕信，宮尾陽一，五十嵐隆，加藤博之：50歳～84歳の手根管症候群の罹患頻度 おぶ

せスタディによる地域住民調査より．第 29 回日本運動器科学会，一般演題（口述），

お茶の水ソラシティ，2017年 7月 

 

23. 大北弦樹，橋本瞬，酒井典子，林正徳，常田亮介，井戸芳和，西村輝，三村享，五十

嵐隆，佐藤裕信，宮尾陽一，佐藤信隆，加藤博之：手指屈筋腱腱鞘炎の罹患頻度 お

ぶせスタディによる地域住民調査より．第 29回日本運動器科学会，一般演題（口述），

お茶の水ソラシティ，2017年 7月 

 

24. 岡本梨江，寺島さつき，小口和津子，水谷瞳：生後 3 か月時に右未分化肉腫を発症し

た児の嚥下機能と音声機能の関連性．第 43 回日本コミュニケーション障害学会学術講

演会，一般演題（口述），愛知淑徳大学星が丘キャンパス，2017年 7月 

 

25. 堺彩夏，西川良太：小児がん患者における入院時と外泊時の睡眠状況．日本赤ちゃん

学会第 17回学術集会，一般演題（ポスター），久留米シティプラザ，2017年 7月 

 

26. 西川良太，堺彩夏：入院中の小児がん患者における睡眠状態と身体活動量の特徴 第 1

報．日本赤ちゃん学会第 17回学術集会，一般演題（ポスター），久留米シティプラザ，

2017年 7月 
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27. 山本周平，石田昂彬，三澤加代子，常田亮介，松森圭司，中曽根沙妃，荻無里亜希，

大津勇介，大平雅美，矢島史恵，樋口智子，山崎佐枝子，吉村康夫：心疾患患者にお

けるベッドサイドの身体機能評価から歩行自立度の予測．第 23回日本心臓リハビリテ

ーション学会学術集会，一般演題（口述），長良川国際会議場，2017年 7月 

 

28. 牧野彰宏，東條美奈子，山本周平，亀田良，遠原真一，木村雅彦，松永篤彦，阿古潤

哉：高齢心筋梗塞患者の等尺性膝伸展筋力は左心室逆リモデリングの独立した規定因

子である．第 23 回日本心臓リハビリテーション学会学術集会，一般演題（口述），長

良川国際会議場，2017年 7月 

 

29. 山崎佐枝子，石田昂彬，山本周平，三澤加代子，井戸芳和，矢島史恵，宮嵜恵，樋口

智子，三枝達也，海老澤聡一朗，元木博彦，岡田綾子，桑原宏一郎：外来心リハ長期

継続例の最高酸素摂取量の推移．第 23 回日本心臓リハビリテーション学会学術集会，

一般演題（ポスター），長良川国際会議場，2017年 7月 

 

30. 常田亮介，上原将志，高橋淳，池上章太，西村輝，小関道彦，加藤博之：地域在住一

般住民コホートにおける脊柱矢状面アライメントの加齢変化 おぶせスタディ．第 51

回日本側彎症学会学術集会，一般演題（口述），札幌プリンスホテル，2017年 8月 

 

31. 西村輝，池上章太，高橋淳，上原将志，常田亮介，小関道彦，加藤博之：高齢者の脊

椎アライメント不良はどこから起こるのか おぶせスタディによる地域住民調査より．

第 51 回日本側彎症学会学術集会，一般演題（口述），札幌プリンスホテル，2017 年 8

月 

 

32. 橋本瞬，酒井典子，林正徳，常田亮介，井戸芳和，西村輝，高木佳子，三村享，五十

嵐隆，佐藤裕信，宮尾陽一，加藤博之：50歳～84歳の手根管症候群の罹患割合 地域

住民コホートおぶせスタディ中間報告より．第 28回日本末梢神経学会学術集会，一般

演題（口述），ウインクあいち，2017年 8 月 

 

33. 鴨居史樹，井戸芳和，村上博則，内山茂晴，加藤博之：Pain vision Rを用いた肘部管

症候群の術後評価．第 28 回日本末梢神経学会学術集会，一般演題（口述），ウインク

あいち，2017年 8月 

 

34. 寺島さつき，水谷瞳，小口和津子，岡本梨江，吉村康夫：当院における哺乳評価フロ

ーチャート作成の試み．第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，一般

演題（口述），幕張メッセ，2017年 9月 
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35. 岡本梨江，寺島さつき，近藤英司，小山吉人，小口和津子，水谷瞳：当院における口

腔がん術後の食事形態について．第 23回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大

会，一般演題（口述），幕張メッセ，2017 年 9月 

 

36. 山本周平：［超高齢社会の心臓リハビリテーション］高齢心疾患患者の身体機能評価と

介入方法．日本心臓リハビリテーション学会 第 2 回関東甲信越支部地方会，シンポ

ジウム，まつもと市民芸術館，2017年 9月 

 

37. 小口和津子，山本周平，寺島さつき，水谷瞳，岡本梨江，吉村康夫：心臓血管外科術

後の肺炎と嚥下機能の関係．日本心臓リハビリテーション学会 第 2 回関東甲信越支

部地方会，一般演題（口述），まつもと市民芸術館，2017年 9月【優秀演題賞受賞】 

 

38. 三澤加代子，山本周平，石田昂彬，酒井康成，常田亮介，松森圭司，中曽根沙妃，矢

島史恵，大平雅美，樋口智子，山崎佐枝子，吉村康夫：心疾患患者における 5 回椅子

立ち上がり検査と運動耐容能の関係．日本心臓リハビリテーション学会 第 2 回関東

甲信越支部地方会，一般演題（口述），まつもと市民芸術館，2017年 9月 

 

39. 石田昂彬，山本周平，三澤加代子，酒井康成，大平雅美，矢嶋史恵，樋口智子，山崎

佐枝子，吉村康夫：心拍数を用いた代謝当量の推定に糖尿病の合併は影響を与えない．

日本心臓リハビリテーション学会 第 2 回関東甲信越支部地方会，一般演題（ポスタ

ー），まつもと市民芸術館，2017年 9月 

 

40. 佐藤正彬，山本周平，務台均，山崎佐枝子，木村和広，元木博彦，桑原宏一郎：自宅

退院後の生活への不安を呈した植込型補助人工心臓（iVAD）患者に対する作業療法の

経験．日本心臓リハビリテーション学会 第 2回関東甲信越支部地方会，一般演題（ポ

スター），まつもと市民芸術館，2017年 9 月 

 

41. 西村輝，常田亮介，井戸芳和，酒井典子，加藤博之：ロコモティブシンドロームは 50

歳代から始まっている．第 51 回日本作業療法学会，一般演題（口述），東京国際フォ

ーラム，2017年 9月 

 

42. 村井貴，井戸芳和，赤羽陽子，勝野妙子，中村恒一：手根管症候群における年代別ロ

ーゼンスコアの術後推移．第 51 回日本作業療法学会，一般演題（口述），東京国際フ

ォーラム，2017 年 9月 
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43. 井戸芳和，寺島さつき，荻無里亜希，川崎桂子，吉村康夫：セラピストの長時間労働

削減に向けて 働き方の再考，事務業務効率化の成果．第 51回日本作業療法学会，一

般演題（ポスター），東京国際フォーラム，2017年 9月 

 

44. 堺彩夏，西川良太：入院幼児の睡眠状況と身体活動量の特徴．第 51回日本作業療法学

会，一般演題（ポスター），東京国際フォーラム，2017年 9月 

 

45. 赤羽美和，田中佐千恵，岩波潤，近藤優樹，稲葉雄二：乳児院入所児の運動発達促進

に向けた遊びグループの検討．第 51 回日本作業療法学会，一般演題（ポスター），東

京国際フォーラム，2017年 9月 

 

46. 佐藤正彬，山鹿隆義，井戸芳和，吉村康夫，務台均：高齢脳卒中患者の回復期リハビ

リテーション病棟退院時の ADL に関連する要因 地域連携パスを用いた急性期患者特

性による検討．第 51 回日本作業療法学会，一般演題（ポスター），東京国際フォーラ

ム，2017年 9月 

 

47. 岩井龍之介，石川絵理，田中佐千恵，小林正義：気分障害患者に対する入院時作業療

法の介入戦略．第 51 回日本作業療法学会，一般演題（ポスター），東京国際フォーラ

ム，2017年 9月 

 

48. 石川絵理，岩井龍之介，田中佐千恵，杉山暢宏，小林正義：気分障害患者に対するリ

ワークプログラムの有効性と復職に関連する要因．第 51回日本作業療法学会，一般演

題（ポスター），東京国際フォーラム，2017年 9月 

 

49. 田中佐千恵，犬飼清香，石川絵理，岩井龍之介，小林正義：気分障害患者に対する復

職支援 職場調整における作業療法士の役割．第 51回日本作業療法学会，一般演題（ポ

スター），東京国際フォーラム，2017年 9 月 

 

50. 酒井康成，山本周平，大平雅美，横川吉晴，吉村康夫：市中肺炎患者の%VCは再入院の

予測因子として有用である Propensity score を用いた検討．第 36 回関東甲信越ブロ

ック理学療法士学会，一般演題（口述），ホクト文化ホール（長野市），2017年 9月 

 

51. 中曽根沙妃，山鹿隆義，松森圭司，大津勇介，吉村康夫：多発性骨転移に対し，骨転

移カンファレンスによる情報共有とチームでの介入により自宅退院に至った一例．第

36 回関東甲信越ブロック理学療法士学会，一般演題（ポスター），ホクト文化ホール（長

野市），2017年 9 月 
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52. 松森圭司，山鹿隆義，中曽根沙妃，大津勇介，吉村康夫，：進行がん患者の下肢骨格筋

量がＡＤＬ・身体活動量に与える影響．第 36 回関東甲信越ブロック理学療法士学会，

一般演題（ポスター），ホクト文化ホール（長野市），2017年 9月 

 

53. 井戸芳和，寺島さつき，山鹿隆義，西村輝，大津勇介，山本周平，荻無里亜希，川﨑

桂子，吉村康夫：PT・OT・STの時間外労働削減のための取り組みと成果．第 39回国立

大学リハビリテーション療法士学術大会，一般演題（ポスター），金沢大学病院，2017

年 9月 

 

54. 西村輝，井戸芳和，佐藤正彬，吉村康夫：精神心理面に着目した作業療法が奏功した

手指屈筋腱断裂後の事例．第 39回国立大学リハビリテーション療法士学術大会，一般

演題（ポスター），金沢大学病院，2017年 9月 

 

55. 髙田明子，越由香里，間宮敬子：終末期の直腸癌・骨転移患者の疼痛コントロールに

多職種連携が有効であった一症例．第 55回日本癌治療学会学術集会，一般演題（ポス

ター），パシフィコ横浜，2017年 10月 

 

56. Ido Y, Uchiyama S, Nakamura K, Itsubo T, Hayashi M, Hata Y, Imaeda T, Kato H: 

Postoperative improvement in DASH score, clinical findings, and nerve conduction 

velocity in patients with cubital tunnel syndrome. The 11th Congress of the Asian 

Pacific Federation of Societies for Surgery of the Hand, poster, Cebu, 2017 Nov 

 

57. 飯田英明，宮城芳江，金子香代，道永祐希，小口和津子，三澤加代子，高尾ゆきえ，

市山崇史：多職種連携により人工呼吸器下で発声が可能となった一例．第 27回日本呼

吸ケア・リハビリテーション学会学術集会，一般演題（ポスター），仙台国際センター，

2017年 11月 

 

58. 杉本穂高，倉石修吾，名執康二，小池聴，小島弘光，加藤光郎，木村貞治：ジュニア

競泳選手の胸郭拡張差と他関節の可動域との関係．第 28回日本臨床スポーツ医学会学

術集会，一般演題（ポスター），国立オリンピック記念青少年総合センター，2017 年

11 月 

 

59. 小島弘光，倉石修吾，名執康二，小池聴，杉本穂高，加藤光郎，木村貞治：地方競技

会におけるオープンブースを利用した競泳選手に対する障害調査．第 28回日本臨床ス

ポーツ医学会学術集会，一般演題（口述），国立オリンピック記念青少年総合センター，
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2017年 11月 

 

60. 名執康二，小池聴，杉本穂高，半田貴子，小島弘光，加藤光郎，木村貞治，倉石修吾：

地方におけるマスターズスイマーに対する障害調査と今後の課題．第 28回日本臨床ス

ポーツ医学会学術集会，一般演題（ポスター），国立オリンピック記念青少年総合セン

ター，2017年 11 月 

 

61. 髙田明子：重症 GVHDの増悪に伴い意欲低下を来たした患者と家族への作業療法の取り

組み．第 40回日本造血細胞移植学会総会，一般演題（ポスター），ロイトン札幌，2018

年 2月 

 

62. 松森圭司，山鹿隆義，中曽根沙妃，大津勇介，吉村康夫：進行肺がん患者の栄養状態，

体組成と 6 分間歩行距離の関連性．第 7 回日本がんリハビリテーション研究会，一般

演題（口述），兵庫医療大学，2018年 3月 

 

63. 岩井龍之介，田中佐千恵，中野未来，小林正義，鷲塚伸介：リワークプログラムの認

知機能，職務遂行能力，復職準備性に及ぼす影響．第 4回 CEPD研究会，一般演題（ポ

スター），国立精神・神経医療研究センター，2018年 3月 

 

64. Kagiyama N, Kamiya K, Saito H, Saito K, Ogasahara Y, Maekawa E, Konishi M, Kitai 

T, Iwata K, Jujo K, Wada H, Kasai T, Nagamatsu H, Ozawa T, Izawa K, Yamamoto S, 

Aizawa N, Yonezawa R, Oka K, Momomura S, Matsue Y: Prevalence and prognostic value 

of physical and social frailty in geriatric patients hospitalized for heart 

failure (FRAGILE-HF). The 82th Annual Scientific Meeting of Japanese Circulation 

Society, Late Breaking Clinical Cohort Session (oral presentation), Osaka, 2018 

Mar 

 

 

Ⅳ. 座長  

1. 井戸芳和：一般演題 手根管症候群・Dupuytren 拘縮．第 29 回日本ハンドセラピィ学

会学術集会，座長，名古屋国際会議場，2017 年 4月 

 

2. 髙田明子：一般演題 がん１．第 51回日本作業療法学会，座長，東京国際フォーラム，

2017年 9月 
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3. 山本周平：教育講演 内部障害とフレイル 安全で効果的な理学療法のために（講師：

高橋哲也先生）．第 36 回関東甲信越ブロック理学療法士学会，座長，ホクト文化ホー

ル（長野市），2017年 9月 

 

4. 唐澤達典：一般演題 運動器系３．第 36回関東甲信越ブロック理学療法士学会，座長，

ホクト文化ホール（長野市），2017年 9月 

 

5. 唐澤達典：一般演題 腱板断裂２．第 14回肩の運動機能研究会，座長，グランドプリ

ンスホテル新高輪，2017年 10月 

 

 

Ⅴ. 研修会講師  

1. 常田亮介：明日からできる運動療法．信州大学病院東 8 階病棟主催 糖尿病教室，講

師，東 8階病棟，2017年 5月 10日 

 

2. 岩波潤，伊藤駿，薄井星奈：移乗について．信州大学病院東 5 階病棟勉強会，講師，

東 5階病棟，2017年 5月 26日 

 

3. 西村輝，佐藤正彬：コミュニケーションツール ハーティラダーについて．信州大学

病院 ICU勉強会，講師，ICU，2017年 5月 29日 

 

4. 市山崇史，川内翔平，酒井康成：呼吸器リハビリの効果と可能性 当院で新規導入し

た 3 つの機器を中心に．COPD Forum in 諏訪，講師，ベルファイン諏訪，2017 年 6 月

2日 

 

5. 山本周平，酒井康成，川内翔平，山鹿隆義：呼吸・循環のリスク管理とフィジカルア

セスメント．Kai Clinical Lab，講師，甲州リハビリテーショングループ大木記念ホ

ール，2017年 6 月 4日 

 

6. 常田亮介：明日からできる運動療法．信州大学病院東 8 階病棟主催 糖尿病教室，講

師，東 8階病棟，2017年 6月 15日 

 

7. 川内翔平，酒井康成，倉島美穂，唐澤達典，萩原ありさ：吹き矢で呼吸リハビリ．信

州大学医学部内科学第一教室主催 ＨＯＴ（在宅酸素療法）の会，講師，信州大学病

院外来棟 4階大会議室，2017年 7月 9日 
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8. 常田亮介：明日からできる運動療法．信州大学病院東 8 階病棟主催 糖尿病教室，講

師，東 8階病棟，2017年 7月 14日 

 

9. 酒井康成：人工呼吸関連シミュレーショントレーニング．第 16回長野県呼吸ケアセミ

ナー，講師，相澤病院，2017年 7月 23日 

 

10. 青木幹昌，常田亮介，松森圭司：歩行介助について．信州大学病院東 3階病棟勉強会，

講師，東 3階病棟，2017年 7月 31日 

 

11. 山本周平：ARDS に対する腹臥位療法について．信州大学病院高度救命救急センター勉

強会，講師，高度救命救急センター，2017年 8月 7日 

 

12. 唐澤達典，青木幹昌，酒井康成，川内翔平，倉島美穂：呼吸理学療法．信州大学病院

看護部主催 呼吸ケア研修会，講師，信州大学病院旭町庁舎，2017年 8月 8日 

 

13. 常田亮介：明日からできる運動療法．信州大学病院東 8 階病棟主催 糖尿病教室，講

師，東 8階病棟，2017年 8月 18日 

 

14. 近藤優樹：発達障害の理解と支援．一般社団法人長野県作業療法士会主催 第 60回市

民公開講座，講師，宮田村村民会館，2017年 8月 19日 

 

15. 山本周平：コクランレビュー・ワークショップ，講師，東京医科歯科大学，2017 年 8

月 30日 

 

16. 唐澤達典，酒井康成：開胸開腹術前後の排痰ケア．信州大学病院看護部主催 呼吸ケ

ア研修会，講師，信州大学病院旭町庁舎，2017年 9月 13日 

 

17. 石田昂彬，栁井明子，中曽根沙妃，西村輝，萩原ありさ，伊藤駿，保科渡，宮脇智佐

子：美ボディのための筋力アップ．信州大学病院看護部・リハビリテーション部 コ

ラボレーション企画，講師，信州大学病院外来棟 4階研修室，2017年 9月 13日 

 

18. 常田亮介：明日からできる運動療法．信州大学病院東 8 階病棟主催 糖尿病教室，講

師，東 8階病棟，2017年 9月 15日 

 

19. 近藤優樹：感覚と運動 生活の工夫．信州大学病院子どものこころ診療部主催 第 5

回家族講座，講師，子どものこころ診療部，2017年 10月 6日 
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20. 常田亮介：運動療法について．信州大学病院東 8階病棟主催 糖尿病教室，講師，東 8

階病棟，2017年 10月 11日 

 

21. 山本周平：心臓リハビリテーションと多職種アプローチ（作業療法士への期待），臨床

に活かせる循環動態のリスクマネジメント・フィジカルアセスメント．長野県作業療

法士会 中信地区研修会，講師，信州大学地域保健推進センター，2017年 10月 14日 

 

22. 寺島さつき：嚥下食・地域連携にまつわる問題点（急性期病院）．信州大学医学部歯科

口腔外科学教室主催 医療・介護・福祉における「食」を考える会 生きる支えとな

る食事の提供・地域の連携を目指して，講師，信州大学病院外来棟 4階大会議室，2017

年 10月 15日 

 

23. 川﨑桂子，矢嶋美雪：転倒・転落事故防止．信州大学病院医療安全職員研修，講師，

信州大学病院外来棟 4階中会議室，2017年 10月 20日 

 

24. 寺島さつき：口唇裂・口蓋裂のはなし 口唇口蓋裂児の哺乳と摂食．長野県立こども

病院公開講座，講師，長野県立こども病院，2017年 10月 29日 

 

25. 岩波潤，小口和津子，深澤七穂：認知機能評価について．信州大学病院東 5 階病棟勉

強会，講師，東 5階病棟，2017年 10月 31日 

 

26. 栁井明子：海外における作業療法実践について.海外研修についての講義，講師，東京

福祉専門学校，2017 年 11月 2日 

 

27. 吉村康夫，井戸芳和，川﨑桂子，三澤加代子，荻無里亜希，中曽根沙妃，近藤優樹，

小口和津子，岡本梨江，青木薫，唐澤達典，堺彩夏，西村輝，寺島さつき：信州がん

のリハビリテーション研修会，講師，信州大学旭総合研究棟，2017年 11月 3，4日 

 

28. 常田亮介：運動療法について．信州大学病院東 8階病棟主催 糖尿病教室，講師，東 8

階病棟，2017年 11月 15日 

 

29. 酒井康成：小児領域における呼吸管理と呼吸理学療法．信州大学病院 NICU勉強会，講

師，NICU，2017 年 11月 28日 
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30. 石田昂彬，栁井明子，中曽根沙妃，西村輝，萩原ありさ，伊藤駿，保科渡，宮脇智佐

子：筋力アップ体操 ＲＥＨＡＺＡＰ．信州大学病院看護部・リハビリテーション部 

コラボレーション企画，講師，信州大学病院外来棟４階大会議室，2017年 11月 29日 

 

31. 酒井康成：小児領域における呼吸管理と呼吸理学療法．信州大学病院 NICU勉強会，講

師，NICU，2017 年 12月 1日 

 

32. 髙田明子：緩和ケアのためのリハビリテーション．文部科学省／課題解決型高度医療

人材養成プログラム事業「実践力のある在宅療養支援リーダー育成事業」における特

別講演 自宅で心地よく過ごすためのリハビリテーション，講師，信州大学旭総合研

究棟，2017年 12 月 9日 

 

33. 三澤加代子：リンパ浮腫を悪くしないためにできること．文部科学省／課題解決型高

度医療人材養成プログラム事業「実践力のある在宅療養支援リーダー育成事業」にお

ける特別講演 自宅で心地よく過ごすためのリハビリテーション，講師，信州大学旭

総合研究棟，2017年 12月 9日 

 

34. 髙田明子：治療期におけるがん作業療法の役割（就労・就学支援を含む），化学療法・

放射線療法関連．日本作業療法士協会主催 専門作業療法士取得研修 がん基礎Ⅱ，

講師，新大阪丸ビル，2017年 12月 10日 

 

35. 常田亮介：運動療法について．信州大学病院東 8階病棟主催 糖尿病教室，講師，東 8

階病棟，2017年 12月 13日 

 

36. 寺島さつき：新生児理学療法（哺乳）．赤ちゃんリハビリテーション研修会，講師，豊

橋市民病院，2017年 12月 16日 

 

37. 栁井明子：国際学習講座 国際理解を深めよう．須坂市社会福祉協議会主催 JICA 国

際協力出前講座，講師，仁礼コミュニティセンター（須坂市），2017年 12月 16日 

 

38. 常田亮介：運動療法について．信州大学病院東 8階病棟主催 糖尿病教室，講師，東 8

階病棟，2018年 1月 10日 

 

39. 山本周平：呼吸リハビリにいかすフィジカルアセスメント．第 15回リハビリストイッ

ク勉強会，講師，ボーノ相模大野，2018年 1月 13日 

 



15 

 

40. 岡本梨江：食事形態について．信州大学病院西 7 階病棟勉強会，講師，西 7 階病棟，

2018年 1月 18日 

 

41. 常田亮介：運動療法について．信州大学病院東 8階病棟主催 糖尿病教室，講師，東 8

階病棟，2018年 2月 14日 

 

42. 山本周平：呼吸・循環のリスク管理とフィジカルアセスメント．根治療研究会，講師，

長野中央病院，2018 年 2月 25日 

 

43. 山本周平：人工呼吸器装着患者の早期離床の方法．信州大学病院高度救命救急センタ

ー勉強会，講師，高度救命救急センター，2018年 2月 28日 

 

44. 山本周平：呼吸循環器疾患のアセスメントと介入方法（アセスメント編）．Kai Clinical 

Lab，講師，山梨県立青少年センターリバース和戸館，2018年 3月 11日 

 

45. 常田亮介：運動療法について．信州大学病院東 8階病棟主催 糖尿病教室，講師，東 8

階病棟，2018年 3月 14日 

 

46. 山本周平：呼吸循環器疾患のアセスメントと介入方法（介入編）．Kai Clinical Lab，

講師，甲州リハビリテーショングループ大木記念ホール，2018年 3月 18日 

 

 

Ⅵ. 研究費獲得  

1. 山本周平：心疾患患者における運動機能の改善と再入院の関係について． 

平成 29年度日本学術振興会科学研究費助成事業（科研費）研究活動スタート支援 

 

2. 川内翔平：慢性閉塞性肺疾患の動的肺過膨張に対する口すぼめ呼吸の効果． 

平成 29年度日本学術振興会科学研究費助成事業（科研費）奨励研究 

 

3. 川内翔平：動的肺過膨張に対する薬物療法と非薬物療法（口すぼめ呼吸）の効果． 

平成 29年度財団法人日本リハビリテーション振興会研究助成金 

 

4. 小口和津子：心臓血管外科術後の咽喉頭知覚と嚥下筋活動に関する研究． 

平成 29年度長野県科学振興会助成金 
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5. 堺彩夏：発達障害児における生活リズムと発達特性の関連． 

平成 29年度信州医学振興会研究費助成 

 

6. 酒井康成： 

高齢肺炎患者の嚥下機能と呼吸機能の特徴と関係性および再入院の因子分析． 

平成 29年度信州大学基盤研究支援事業（Ａ評価者研究費支援） 

 

7. 堺彩夏：軽度認知障害（MCI）の疫学調査と予防・改善システムの開発． 

平成 29年度信州大学医学部附属病院教育研究診療推進プロジェクト経費 

 

 

Ⅶ. 編集委員・査読委員  

1. Physical Medicine and Rehabilitation Research: Yamamoto Shuhei.  

※ その他，国内については多数につき割愛． 

 

 

Ⅷ. 学位取得  

1. 医科学修士：常田亮介 

2. 保健学修士：酒井康成，川内翔平 

 

 

Ⅸ. 資格取得  

1. ３学会合同呼吸療法認定士：保科美穂，髙田明子，深澤七穂 

2. 日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士：岡本梨江 

3. がんのリハビリテーション研修修了： 

常田亮介，川内翔平，大澤竜司，栁井明子，伊藤駿，薄井星奈，新井瑠夏 

 

以上 


